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大
陸
横
断
鉄
道
と
い
う
と
何
千
キ
ロ
も
の
長

大
な
路
線
を
想
像
す
る
が
、
わ
ず
か
七
七
キ
ロ

の
路
線
が
存
在
す
る
。
従
来
、
北
米
大
陸
の
大

西
洋
側
か
ら
太
平
洋
側
へ
の
経
路
は
船
舶
で
大

西
洋
岸
を
南
緯
五
六
度
ま
で
南
下
、
荒
海
の
ホ

ー
ン
岬
沖
を
周
回
し
て
太
平
洋
岸
を
北
上
す
る

航
路
で
、

一
四
0
日
も
の
航
海
が
必
要
で
あ

っ

た
。
と
こ
ろ
が
中
央
ア
メ
リ
カ
の
バ
ナ
マ
地
峡

を
通
行
す
れ
ば
八

0
キ
ロ
程
度
の
距
離
で
横
断

で
き
る
た
め
以
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
る
事
態
が
一
八

四
八
年
に
発
生
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
岸

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、
多

数
の
人
間
が

＿
捜
千
金
を
目
指
し
て
西
部
に
移

動
す
る
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ

ッ
シ

ュ
で
あ
る
。
次
項

パ
ナ
マ
地
峡
鉄
道
(
-
八
五
五
）

十
八
世
紀
に
は
科
学
技
術
の
先
進
国
家
で
あ

っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
蒸
気
機
関
が
発
明
さ
れ
、
そ

れ
を
動
力
と
す
る
鉄
道
も
十
九
世
紀
初
頭
か
ら

イ
ギ
リ
ス
に
敷
設
さ
れ
た
。
日
本
が
開
国
早
々

に
鉄
道
を
建
設
し
た
よ
う
に
、
世
界
は
鉄
道
の

世
紀
に
突
入
す
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
世
界

に
は
一
七

0
万
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

（以
下
は
キ

口
）
の
鉄
道
路
線
が
あ
り
、
こ
れ
は
赤
道
を
約

四
二
周
す
る
距
離
に
な
る
。
そ
の
う
ち
大
陸
を

横
断
す
る
鉄
道
を
今
回
は
紹
介
し
た
い
。

｀
 図l

~ :: 
パナマ地峡鉄道

で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
当
時
は
北
米
大
陸
を
横

断
す
る
鉄
道
は
未
完
で
、
馬
車
で
ロ
ッ
キ
ー
山

脈
を
山
越
え
し
て
西
部
を
目
指
す
か
、
船
舶
で

南
米
大
陸
を
周
回
し
て
大
変
な
日
数
を
か
け
て

到
達
す
る
か
の
選
択
で
あ

っ
た。

そ
れ
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
相
当
の
日

数
を
必
要
と
し
て
い
た
郵
便
配
達
の
改
善
と
い

う
理
由
も
あ
り
、
大
西
洋
岸
の
コ
ロ
ン
か
ら
太

平
洋
岸
の
パ
ナ
マ
ま
で
鉄
道
を
敷
設
す
る
構
想

が
一
気
に
浮
上
し
て
き
た
。
当
初
は
十
ニ
カ
月

の
エ
期
と

一
0
0
万
ド
ル
の
予
算
と
見
積
も
ら

れ
た
が
、
高
温
多
湿
の
熱
帯
雨
林
で
の
工
事
の

た
め
多
数
の
工
夫
が
死
亡
す
る
苦
難
も
あ
り
、

五
年
の
歳
月
と
当
初
予
算
の
七
倍
の
費
用
を
か

け
て
一
八
五
五
年
に
開
通
し
た

（図
1
)。

運
賃
は
高
額
で
あ

っ
た
が
西
部
へ
の
移
動
日

数
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
当
時
の
鉄
道

で
世
界
最
多
の
人
数
を
輸
送
す
る
路
線
と
な

っ

た
。
し
か
し
一
八
六
九
年
に
北
米
大
陸
を
横
断
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北
米
大
陸
横
断
鉄
道

(

-
八
六
九
）

す
る
鉄
道
が
開
通
、

一
九
一
四
年
に
は
バ
ナ
マ

運
河
も
開
通
し
た
結
果
、
需
要
は
大
幅
に
減
少

し
た
が
、
運
河
を
通
行
す
る
船
舶
の
喫
水
の
制

限
か
ら
積
載
で
き
な
い
貨
物
を
陸
送
す
る
需
要

が
あ
り
、
世
界
最
短
の
大
陸
横
断
鉄
道
は
現
在

も

一
日
一
便
の
運
行
を
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
六
五

0
万
キ
ロ
の
自
動
車
道

路
が
あ
る
自
動
車
王
国
で
あ
る
が
、
意
外
に
も

世
界
最
長
の
約
二
二
万
キ
ロ
の
鉄
道
が
存
在
す

る
鉄
道
王
国
で
も
あ
る
。
参
考
の
た
め
日
本
は

二
万
七
七

0
0
キ
ロ
で
あ
る
。

＿
九
世
紀
初
期

に
貨
物
を
輸
送
す
る
鉄
道
が
ア
メ
リ
カ
東
部
に

実
現
す
る
が
、
旅
客
を
輸
送
す
る
ア
メ
リ
カ
最

初
の
鉄
道
は
一
八
三

0
年
に
実
現
し
た
ボ
ル
チ

モ
ア

・
ア
ン
ド
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
で
、
当
初
は

ウ
マ
が
牽
引
す
る
馬
車
鉄
道
で
あ

っ
た
。

以
後
、
東
部
か
ら
西
部
に
鉄
道
路
線
が
急
速

に
伸
展
し
、
十
九
世
紀
中
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
の

ほ
ぼ
中
央
の
オ
マ
ハ
ま
で
到
達
し
た
。
そ
こ
で

一
八
六

二
年
に
第
十
六
代
大
統
領
リ
ン
カ
ー
ン

が
太
平
洋
岸
ま
で
鉄
道
を
敷
設
す
る
「
太
平
洋

鉄
道
法
」
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
を
契
機
に
設
立

さ
れ
た

ユ
ニ
オ
ン
・
バ
シ
フ
ィ

ッ
ク
鉄
道
が
オ

マ
ハ
か
ら
プ
ロ
モ
ン
ト
リ
ー
ま
で
、
セ
ン
ト
ラ

ル

・
バ
シ
フ
ィ

ッ
ク
鉄
道
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か

ら
同
地
ま
で
線
路
を
敷
設
し
た

（図
2
)
。

一
八
六
九
年
五
月
十
日
に
両
線
が
出
会
う
プ

ロ
モ
ン
ト
リ
ー
で
有
名
な
竣
工
の
儀
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
線
路
を
枕
木
に
固
定
す
る
最
後
の

一

本
の
犬
釘
を
黄
金
で
製
作
し
、
両
社
の
代
表
が

ハ
ン
マ
ー
で
打
込
ん
だ
（
た
だ
し
黄
金
の
犬
釘

は
直
後
に
普
通
の
鉄
製
の
犬
釘
に
交
換
さ
れ
て
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図2 北米大陸横断鉄道 ' 

い
る
）
。
一

本
に
接
続
さ
れ
た
線
路
の
東
西
両

側
か
ら
蒸
気
機
関
車
が
進
行
し
て
出
会
い
、
北

米
大
陸
が
大
西
洋
岸
か
ら
太
平
洋
岸
ま
で
一
体

と
な

っ
た
こ
と
を
祝
福
し
た
。

こ
の
効
果
は
絶
大
で
、
当
時
は
人
ロ
一

0
0

0
人
程
度
の
寒
村
で
あ

っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
鉄
道
開
通
の
翌
年
に
は
人
ロ
一
五
万
人
の

都
市
に
発
展
し
、
太
平
洋
側
の
玄
関
の
地
位
を

確
保
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
明
治
四
年

か
ら
六
年
に
か
け
て
明
治
政
府
の
使
節
と
し
て

世
界
を
一
周
し
た
岩
倉
使
節
団
の
行
動
で
、
客

船
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
蓋
し
、
二
年
前

に
完
成
し
て
い
た
大
陸
横
断
鉄
道
を
利
用
し
て

ア
メ
リ
カ
東
部
に
移
動
し
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
前
身
で
あ

っ
た
ロ
シ
ア
帝

国
は
南
極
を
除
外
し
た
地
球
の
陸
地
の

一
三
％

に
相
当
す
る
世
界
最
大
の
国
土
面
積
を
領
有
し
、

東
西
の
直
線
距
離
も
八
九

0
0
キ
ロ
に
も
な
る

巨
大
国
家
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
国
土
の
西
端

に
あ
る
首
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
と
日

本
海
側
に
あ
る
東
端
の
拠
点
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

ま
で
の
広
大
な
国
土
を
一
体
と
し
て
支
配
す
る

た
め
に
は
国
土
を
横
断
す
る
迅
速
な
交
通
手
段

が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
鉄
道
が
各
地
で
実
用
に
な
り
は
じ
め

シ
‘ヘ
リ
ア
鉄
道

（
＿
九
一
六
）
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図3 シベリア鉄道

た
十
九
世
紀
中
期
か
ら
何
度
も
構
想
が
検
討
さ

れ
て
き
た
が
、
つ
い
に
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

三
世
の
治
世
で
あ
る
一
八
九
一
年
に
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
で
起
工
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
大
量
の
兵

士
や
囚
人
を
投
入
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

当
時
の
線
路
の
軌
間
の
世
界
標
準
は
一
四
三
五

ミ
リ
で
あ
っ
た
が
、
一
八
四
三
年
に
ニ
コ
ラ
イ

一
世
が
決
定
し
て
い
た
一
五
二
四
ミ
リ

（五
フ

ィ
ー
ト
）
が
採
用
さ
れ
た
。

路
線
は
三
本
の
大
河

（オ
ビ
、

エ
ニ
セ
イ
、

レ
ナ
）
を
横
断
し
、
世
界
八
位
の
面
積
の
バ
イ

カ
ル
湖
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
り
、
困
難
な
工

事
で
あ

っ
た
う
え
、
建
設
途
中
の
一
九

0
四
年

か
ら
翌
年
に
は
日
露
戦
争
、

一
九

一
四
年
に
は

:
[
，
 

京t
 

第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
順
調
で
は
な
か

っ
た
が
、
＿

九
＿
六
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま

で
到
達
し
た

（図

3
)。
と
こ
ろ
が
翌
年
に
は

ロ
シ
ア
革
命
の
発
端
と
な
る
二
月
革
命
や
十
月

革
命
が
発
生
し
、
波
乱
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。

し
か
し
、
飛
行
機
に
よ
る
国
際
旅
客
輸
送
が

開
始
さ
れ
る
の
は
一
九
一
八
年
か
ら
で
、
当
時

の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

連
絡
す
る
重
要
な
手
段
と
な
り
、
日
本
か
ら
も

多
数
の
人
々
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
旅
行
し
た
。
現
在
、
旅
客
の
利
用
者
数

は
年
問
数
百
万
人
で
あ
る
が
、
貨
物
輸
送
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
貨
物
を
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
輸
送
す
る
場
合
、
海
路
に
比
較
し
て
費
用

は
か
か
る
が
、
時
間
の
短
縮
が
可
能
で
あ
る
た

め
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ー
プ
・
カ
イ
ロ
鉄
道
(
-
九

0
四）

一
九
七
九
年
ま
で
ア
フ
リ
カ
の
南
部
に
サ
ザ

ン
・
ロ
ー
デ
シ
ア

（現
在
の
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ

）

と
い
う
国
家
が
存
在
し
た
。
こ
の
国
名
は
イ
ギ

リ
ス
出
身
の
セ
シ
ル

・
ロ
ー
ズ
と
い
う
人
物
の

名
前
に
由
来
す
る
。
十
七
歳
に
な

っ
た

一
八
七

0
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
植
民
地
争
奪
戦

を
し
て
い
た
ア
フ
リ
カ
に
到
来
し
た
ロ
ー
ズ
は

一
八
八

0
年
に
デ
ビ
ア
ス
鉱
山
会
社
を
設
立
し
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
採
掘
と
流
通
で
巨
額
の
財
産

図4 ケープ・カイロ鉄道

0¢ 

゜
／
口
〗

を
蓄
積
し
た
人
物
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
は
一
七
九
五
年
か
ら
イ

ギ
リ
ス
が
ケ
ー
プ
植
民
地
と
し
て
い
た
が
、

一

八
九
四
年
に
ロ
ー
ズ
が
首
相
に
な
り
、
支
配
地

域
を
拡
大
し
て
い

っ
た
。
そ
の
ロ
ー
ズ
が
提
案

し
た
の
が
、
ア
フ
リ
カ
を
南
北
に
縦
断
す
る
延

長
一
万
キ
ロ
に
も
な
る
ケ
ー
プ

・
カ
イ
ロ
鉄
道

の
建
設
で
あ
る
。
す
で
に
一
八
六
0
年
か
ら
ケ

ー
プ
植
民
地
に
は
鉄
道
が
開
通
し
て
い
た
が
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
縦
断
す
る
鉄
道
路
線
を
建
設

す
る
と
い
う
壮
大
な
構
想
で
あ
っ
た
。

当
時
の
ア
フ
リ
カ
に
は
イ
ギ
リ
ス
以
外
に
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
が
進
出
し
て
植
民
地
を
経

営
し
て
お
り
、
鉄
道
建
設
は
優
位
な
地
位
を
確

保
す
る
と
い
う
目
的
も
あ

っ
た
。

一
八
八
五
年

に
南
端
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
と
八

0
0
キ
ロ
北
東

-18 -



イ
ギ
リ
ス
は
島
国
で
あ
る
か
ら
対
岸
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
の
フ
ラ
ン
ス
と
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

を
利
用
し
て
鉄
道
を
建
設
し
て
も
大
陸
横
断
鉄

道
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
を
隔

離
し
て
い
る
最
短
部
分
で
も
三
四
キ
ロ
あ
る
ド

ー
バ
ー
海
峡

（
フ
ラ
ン
ス
で
は
カ
レ
ー
海
峡
）

を
連
絡
す
る
鉄
道
は
大
陸
横
断
鉄
道
に
匹
敵
す

る
意
義
が
あ
る
。
十
八
世
紀
か
ら
検
討
さ
れ
て

き
た
が
、
政
治
の
思
惑
や
技
術
の
困
難
か
ら
実

現
ま
で
に
二
四

0
年
以
上
を
必
要
と
し
た
。

ド
ー
バ
ー
海
峡
鉄
道
（
二

0
0七）

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
産
地
キ
ン
バ
リ
ー
の
区
間

が
開
通
、

一
九
〇
二
年
に
ロ
ー
ズ
が
死
亡
し
て

以
後
も
建
設
は
継
続
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
瀑
布

の
付
近
を
通
過
し
、
コ
ン
ゴ
の
ル
ブ
ン
バ
シ
ま

で
到
達
し
停
止
と
な
っ
た
（
図

4
)。

ロ
ー
ズ
の
壮
大
な
鉄
道
構
想
は
「
太
陽
が
沈

下
し
な
い
大
英
帝
国
」
を
象
徴
す
る
事
業
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
ア
フ
リ
カ
に
は
中
国
が
進
出

し
、
一
九
七

0
年
代
か
ら
建
設
を
開
始
し
て
七

六
年
に
実
現
し
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ザ
ン
ビ
ア
鉄

こ
う

し

道
を
嘩
矢
と
し
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ア
ブ
ジ

ャ
鉄
道
や
ラ
ゴ
ス

・
カ
ノ
鉄
道
、
ガ
ボ
ン
の
ベ

リ
ン
ガ

・
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
鉄
道
な
ど
の
計
画
が

進
行
し
て
お
り
、
ロ
ー
ズ
の
構
想
を
中
国
が
実

現
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。

フランス

図5 ドーバー海峡鉄道

こ
の
海
峡
を
ト
ン
ネ
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
を

最
初
に
提
案
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
鉱
山
技
師

A

・

マ
チ
ュ
—
で
、
そ
の
進
言
に
よ
り
ナ
ポ
レ

オ
ン
一
世
が
一
八
〇
二
年
に
発
表
し
た
が
、
失

脚
に
よ
り
話
題
に
な
ら
な
く
な

っ
た
。
し
か
し

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
時
代
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ

万
国
博
覧
会
(
-
八
五
五
）
に
ト
ン
ネ
ル
の
模

型
が
出
展
さ
れ
た
こ
と
か
ら
話
題
に
な
り
、
そ

れ
に
対
抗
し
て
イ
ギ
リ
ス
も
検
討
す
る
組
織
を

構
成
し
、
八

一
年
か
ら
掘
削
を
開
始
し
た
。

し
か
し
何
度
も
の
戦
争
の
影
響
で
計
画
は
棚

上
げ
と
な
り
、
戦
後
に
な

っ
て
研
究
が
再
開
さ

れ
、
一
九
八
六
年
に
猶
エ
、
八
年
の
工
事
に
よ

っ
て
九
四
年
に
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
、
ロ
ン
ド
ン

か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
経
由
し
て
パ
リ
な
ど
ヨ
—
口

ッ
パ
の
主
要
都
市
を
連
絡
す
る
鉄
道
ユ
ー
ロ
ス

タ
ー
が
開
業
し
た
。
列
車
は
地
上
を
時
速
三
〇

0
キ
ロ
、
ト
ン
ネ
ル
内
部
を
一
六

0
キ
ロ
で
走

行
し
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
の
三
四
八
キ
ロ
を
二

時
間
一
六
分
で
連
絡
し
て
い
る
（
図
5
)。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
一
九
八
八
年
に
開
通
し
た

日
本
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
と
比
較
さ
れ
る
。
ト
ン

ネ
ル
部
分
の
全
長
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
ト
ン
ネ
ル

が
五

O
・
五
キ
ロ
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
五
三
・

九
キ
ロ
、
海
底
部
分
は
三
七
・
九
キ
ロ
と
二
三

・
三
キ
ロ
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
は
イ
ギ
リ
ス

の
六
機
、
日
本
の
四
機
、
ア
メ
リ
カ
の
一
機
の

掘
削
機
械
が
使
用
さ
れ
た
が
、
日
本
の
機
械
は

工
事
の
困
難
な
場
所
で
活
躍
し
、

N
H
K
の
番

組

「
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

x』
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

日
本
で
は
鉄
道
の
廃
線
が
問
顆
に
な

っ
て

い

る
が
、
一
人
の
人
間
を
一
定
距
離
輸
送
す
る
と

き
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
自
動
車
を

一
0
0

と
す
る
と
鉄
道
は
一
五
で
し
か
な
く
、
環
境
時

代
に
見
直
さ
れ
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
ア

メ
リ
カ
で
も
鉄
道
の
復
活
計
画
が
登
場
し
て
い

る
。
近
代
社
会
は
資
源
も
環
境
も
制
約
の
な
い

前
提
で
発
展
し
て
き
た
が
、
巨
大
な
転
換
を
開

始
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
過
去

の
壮
大
な
鉄
道
建
設
は
見
直
す
価
値
が
あ
る
。
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